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  主要病害虫別防除方法 

農薬による防除については、栽培ステージ、病害虫の発生状況等に応じて、散布、潅注、土壌消毒などを行う。 

なお、農薬による防除の際は、農薬登録内容や使用上の注意等を遵守して実施する。 

（農林水産省農薬登録情報提供システム https://pesticide.maff.go.jp/） 

病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

根頭がんし
ゅ病 
(細菌) 

 

①接ぎ木、挿し木に用いる器具は、十分消毒する。 
②接ぎ木部や根部にこぶの認められるものは定植しない。 
③育苗用土は蒸気で消毒する。本ぽについても蒸気消毒が望ましい。 
 
【参考事項】                        
 本病は、土壌伝染、接触伝染する。    
 

根腐病 
（Pythium） 
 
 
 
 
 
 

 

①無病苗を利用する。 
②作付け前に前作の被害残渣を片づける。 
③資材洗浄など、ほ場の衛生管理を徹底する。 
④発病株は早期に除去する。 
⑤夏季の施設内の気温や栽培ベッドの温度をできるだけ低く管理する。 
 
【参考事項】 
 高温性の Pythium helicoides が病原菌である。 
 発生時期は主に７～９月の高温期で、特に定植直後に発生しやすい。発生は初発株から
水の流れに沿って連続して多発する。 
 病原菌は感染苗で持ち込まれることが多く、土壌伝染と水媒伝染（病原菌の遊走子が水
で移動する）をする。 
 アルストロメリア、ガーベラ、ベゴニア、カランコエ、キク、ポインセチアなど多数の
植物に発病し、被害を与える。 
 
 
 
 
 

黒星病 
(Diplocar- 
pon) 
 

 

①被害部を早期に除去して適切に処分する。 
②落葉などを早めに除去し、常にほ場衛生に努める。 
③密植を避ける。 
 
【参考事項】                        
 晩春と秋季に多発する。              
 本病の発病適温は 20～25℃で、85％以上の高湿度によって助長される。 
 

うどんこ病 
(Podosphae- 
ra) 
 

 

①発病葉、発病枝は早期に除去して適切に処分する。 
②通風を良くする。 
③落葉などを早めに除去し、常にほ場衛生に努める。 
 
【参考事項】                        
 施設栽培で発生が多い。 
 発病適温は 18～25℃で、30℃以上では発病が抑えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

べと病 
(Peronospo- 
ra） 
 

 

①発病葉は早期に除去して適切に処分する。 
②通風を良くしたり、低温期には暖房を夕方早めに行うなど、多湿を避ける。 
③排水不良地での栽培を避ける。 
 
【参考事項】                        
 分生胞子の発芽最適温度は 18℃で、かなり高い湿度か水滴が必要である。発病適温は 15～20℃程度である。  
  施設栽培で発生しやすい。 
 

枝枯病 
(Diapleell-
a) 
腐らん病 
(Cryptospo- 
rella) 
すそ枯病 
(Cylindro- 
cladium) 
 

 

①被害枝は切り取って適切に処分する（健全部も含めて切り下げる）。 
②枝を傷つけないように注意する。 
③剪定に用いるハサミは、消毒したものを用いる。剪定部は腋芽などのわずかに上部で行い、枯込みを防ぐ。 
 
【参考事項】 
 枝枯病は茎に発生する。病斑は初め黄色から赤褐色の小さな斑点であるが、やがて拡大し中心は淡褐色、周囲は暗
褐色にくまどりされる。病斑内部の表皮は収縮し、ときに裂目ができ、表面に小黒粒点（柄子殻）を生じる。 
 腐らん病は当年生又は２年生の茎に発生し、病斑は白っぽい淡褐色で周囲は赤紫色に縁どりされる。冬～春の２年
生枝の病斑は５～10cm 以上の大型になり、小黒粒点（子のう殻）を形成するが、病斑に亀裂を生じることはない。茎
だけでなく、葉や花にも発生が見られる。 
 すそ枯病は接ぎ木部を中心に茎の地際部に発生することが多い。病斑は暗褐色で大型になり、しばしば亀裂を生じ、
生育を抑制し、ひどくなると株全体が枯死する。発生時期は越冬後の春先である。 

バラ根腐病 

バラうどんこ病 
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病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

半身萎凋病 
(Verticill-
ium） 

①発病株は根回りの土とともに早めに除去し、適切に処分する。 
②発病地では、蒸気などにより土壌消毒を行う。 
 
【参考事項】                        
 苗での持込みに注意する。          
 

ミカンキイ
ロアザミウ
マ 
 

 

①未発生施設では苗の移動に伴う持込みに注意する。 
②施設の開口部に目合い 0.4mm 以下の防虫ネットや 0.8mm 目合いの赤色系ネットを張り、侵入を防止する。 
③不必要な株、花及びほ場内の雑草は本種の発生源となるので、速やかに処分する。 
④発生施設では改植時に 10 日以上密閉して蒸込みを行い、成虫や蛹を死滅させる。 
 

アブラムシ
類 
 
 
 

①施設の開口部に目合い１㎜以下の防虫ネットを張り、侵入を防止する。 
②ほ場周辺の雑草にも寄生するので、除草する。 
 
【参考事項】 
 春～秋まで長期間加害するが、特に春の芽、若葉、花蕾に被害が大きい。 
 

カイガラム
シ類 

 

①卵のうをもった成虫を見つけしだい捕殺する。 
②葉や枝が込みあって通風が悪いと発生が多くなるので、枝の整理を行なう。 
 
【参考事項】                       
 イセリヤカイガラムシ、ヒラタカタカイガラムシ、バラシロカイガラムシ、ナシマルカイガラムシなどが寄生する。 
 

チュウレン
ジハバチ 

①産卵中の成虫や葉に群生した若齢幼虫を捕殺する。 
②枝の産卵痕の卵を潰す。 
 
【参考事項】 
  ５月ごろから、年３～４回発生する。成熟幼虫は株元の落葉などの下で蛹になる。 
 

ハダニ類 

 

 

①ほ場周辺の雑草にも寄生するので、除草する。 
 
【参考事項】                       
 バラは、品種により薬害が生じやすいので、事前に小面積で試すなどの注意が必要である。 
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